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１．研究計画の概要 
 本プロジェクトでは従来の水処理システ
ムである活性汚泥法に代わる無曝気・超省エ
ネルギー型の下廃水処理技術の創成を行っ
ている。UASB-DHS システムは嫌気性処理
と好気性処理を組み合わせた新たな生物処
理法であり、シンプルかつ低コストに適用可
能な技術である。本プロジェクトではこの 
UASB-DHS システムの開発途上国での実用
化を目指し、排水処理能力、微生物解析、社
会工学的評価などを行っている。 
 
２．研究の進捗状況 
 今、世界中で汚染された水による環境汚染 
(水質汚濁、疾病、富栄養化など) が大きな問
題となっている。開発途上国では産業廃水や
下水がほとんど処理されないまま公共水域
に放流され、現地住民の水環境は劣悪なもの
である。本研究ではこうした開発途上国に適
用可能な新規下廃水処理技術の開発を行っ
ている。UASB-DHS システムは嫌気性と好
気性の処理を組み合わせた水処理ステムで
あり、有機物除去能に関しては既存の活性汚
泥法に匹敵する性能を有している。しかしな
がら、富栄養化の原因となる窒素の除去につ
いては、十分な知見が得られていなかった。
そこで、我々は UASB-DHS システムの窒素
除去能について研究を行ってきた。ラボスケ
ールの DHS リアクターを用いて、人工下水 
(アンモニア含有廃水) の連続処理を行い、
DHS リアクターの硝化・脱窒能力について
の評価を行った。その結果、DHS リアクタ
ー においてアンモニア負荷 2.0 kg-N/m3/d 

(250 mg-N/L, HRT 3 h) の条件でアンモニ
ア除去速度は 1.97 kg-N/m3/d を達成し、ア
ンモニア除去率 90%という結果を得た。この
値は、既存のアンモニア除去プロセスと同程
度の処理性能である。次に FISH 法を用いて 
DHS リアクター内に保持された汚泥の微生
物群集を視覚的に検出した。その結果、良好
なアンモニア除去性能を維持している DHS 
保持汚泥内の微生物群集は、全菌に対し活性
のある真正細菌が 6 割程度、さらに硝化細菌
はその内の 6 割を占めていた。また DHS リ
アクターの高さ方向によってアンモニア酸
化細菌と亜硝酸酸化細菌の存在割合が異な
るという結果が得られた。その後、いくつか
の検討を行ったがこの細菌存在割合の決定
要因については未だ解明できていない。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している 
（理由） 
 実施計画に沿い、ほぼ計画通りにしている。
日本国内において、長岡技術科学大学を始め
とするいくつかの大学との共同研究体制を
構築しており、また海外からは現地の状況、
意見を取り入れるなどし、現地の社会的ニー
ズに合致した研究を進めている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 DHS リアクター内部の微生物群集構造に
ついて、アンモニア酸化細菌と亜硝酸酸化細
菌の存在割合が高さ方向で異なるという原
因の解明、また DHS リアクターの物理化学
的特性についての研究、さらには開発途上国
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への普及を考慮し、衛生リスク低減効果など
の社会工学的評価を行う予定である。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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